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ごま意 

• 録り直しのきかない録音の場含は、必ず事前にためし録りをし 
てぐださい。 

• 本製品の不具合により、録音ができなかった場合、および録音 
內客が破損または消去された場合、録音內客の補償については 
ご容赦ください。 

• 本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利な 
および第兰者か5のいかなる請ホにつきましても、当社は一切 
その責任を負いかねまず。 

• あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著 
作権ま上、権利をに無断では使用でをません。 

• 本機の2倍モードに 4cm/s) で 録音したテー刀ホ、2倍モードの 
ない テープレコーダーでは 正しく再生でさません。 


キヤリングケースについて 

本機についているキヤリングケースは取0はずすことびでさます。 



キヤ U ングケースを取りはずすとさは、 1 C レコーダー部の誤操作 
を防止するためににホールドースイツチを矢印の方向にず5し 
ておくことをお勧めします。 
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はじめ A 


こんなことがでをます 

本機はにレコーダーとして、またカセットコーダーと 
してお使いいただけるほか、にレコーダー部で録音し 
た大切な記録をテープにダビングして保管することび 
でさます。 


にメモリーに録音するり6ぺージ)。 


み 


にメモリーの録音内容を聞くに2ぺージ)。 

テープへダビングしたい部分を探します。 


み 


1 C メモ U — か！5テープへダビングする 
(36 ページ)。 


つづく 4 
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はじめに(つヴき) 


1 C レコー ダーとは？ 

本機は、にメモ U —を使用して手軽に声のメモなどを 
録音できるにレコーダーを搭載しています。簡単な操 
作で、録音や再生び手軽にでさます。 

参録音 

にレコーダーでは、1回の録音び1つの用件としてなを 
され、それぞれに用件番号びつさます。新しい用件は、 
自動的にメモ U —の最後尾に録音されるため、テープレ 
コーダーのよラに他の用件の上から録音してしまラ失 
敗びありません。また録音を始めるところまで早送りや 
卷さ戻しをする必要びないので、必要なとさにすぐ録音 
を始め日れます。さ日に、テープレコーダーと異なり、 
長時間の録音でちテープを裏返したり、入れ替えたりす 
る手間びかか日ず連続して録音することびでさて、大変 
便利です。 

11月1日11:30 11月1日12:00 / II 月2日10:0。、 

广 2曰14時 A さんと'\ ケイコに、み日までに B 銀行に 、I 
V _^約束_/ V « V 振。込み/ 


1 用件1 

用件2 

用件3 

I 空さスぺース 


み 


11月4曰日:00に録音 



ゾ 田中さんに祝電^ 

\ を巧つこと ) 

I 用件1 

用件2 

用件3 

用件4 
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参再生 

録音した用件は、テープレコーダーのよラに巻さ戻し 
をする必要びなく、すぐに聞くことびできます。ま 
た、表示窓の用件番号で、聞さたい用件を簡単に探し 
て聞くことびでさます。 

参消去 

不要な用件は、簡単に消すことびでさます。 

途中の用件を消すと、次の巧件び自動的に繰り上びる 
ので、テープのよラにブランクびでさません。 


おち刖1用件1 [ 用件2 [ 用件3 C 用件4 L 用件5 



消モを [ 用件1 L 用件2 1_用件3 L 用件4 i 


用件のを号び繰り上がる 







準備ずる 



田0(電池交換)ランプ 
回 電池入れ 
图 DC IN 3V ジャック 
困 VOR スイッチ 
固八ンドストラップ 
取り付け部 


音量 r 大」のち向に 
凸点びあります。 

画に/テープ録再モー 
ド (標準/2 倍モー 
ド） スイッチ* 

「標準」側に凸点び 


固マイク(内蔵マイク） あります。 

团 イヤホンジャック 回 スピーカー 
图マイク（プラグイン 
パワ ー) ジャック* 


8 











区切りボタン 
曰時表示/設定ボ 
タン 

用件選択©/©ボ 
タン 

録音•ボタン 
停止■ボタン 
再生►ボタン* 

に一時停止》ボタン 


つづく 4 


1 C レコーダー部 
回にメモリー動作ラ 
ンプ 

回表示窓 
回►►早送り/ 

キューボタン 
51◄◄巻戻し/レ 
ビューボタン 
画消去ボタン 
回にホールド ー i - ス 
イツチ 



画固 國國國國國 
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準備ずる(つヴを) 



カセツトコーダー部 
國参録音ボタン 
國■停止ボタン 
國再生ボタン* 
國►►巻戻し/レ 
ビューボタン 
國◄◄早送り/ 
キューボタン 


國テープ動作ランプ 
画 テープカウンター 
リセットボタン 
國 テープカウンター 
國 テープー時停止 
スイッチ 


* 凸点(突起)びあります。操作 
の目印としてお使いくださ 
し、。 
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消去表示 
区切表示 
録音日時表示 
録再モード表示 
用件番号/保存用 
件数表示 

録音残り時間表示 
カウンター、年月 
曰、時刻、メッ 
セージ 表示など 


表汀^窓 （にレ〕ーダー部の内容を表示します） 


町 

卸 

邸 

曲 


00 件 

し•し,/88 


音日時 [77 厂 


のこり 

8扫 "8 が 


!1 B 画:忍8 


墙 

项 


切 


田回固团固 回回 


つづく 4 
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準備ずる(つヴを) 


巧電池を入れる 

ここでは乾電池での使いかたを説明します。付属の AC 
パワーアダプターをつないでコンセントで使ラには、 
「コンセントにつないで使ラ」 （14 ページ）をご覧くだ 
さい。 

1 電池入れのふたを巧しなび日矢印の方向へず日し、持 
ち上げます。 

2 単4形乾電池2本を入れます。 
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ごを意 


新しい乾電池と使用した乾電池、または種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
用しないで < ださし、。 


乾電池を取り出ずときは 



麵 


◎气 



‘を 


電池入れのふたびはずれたとさは 

電池入れのふたは、開けるとさに過大な力を加える 
と、はずれるよラになっています。はずれた場合は、 
図のよラに取り付けてください。 


つづく 4 
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準備ずる(つヴを) 


コンセントにつないで使5 

長時間の録音や、ダビング、同時録音などをする場合 
は、家庭用電源（コンセント）で使ラと、電池消耗のむ 
配びなく便利です。 

1 AC パワーアダプター(付属）を本体の DC IN 3 V ジャ 
ックにつなざます。 

2 AC パワーアダプターをコンセントにつなざます。 


AC 10 0 V コンセントへ 
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ごを意 


• この製品には、付属の AC パワーアダプター(極性統一あプラグ- 
J 曰 TA 規格)をご使用ください。それ！;!かの AC パワーアダプターを 
使用すると、故障の原因になることびあります。 


極性統一おプラグ 



• AC パワーアダプターは、容易に手び届くような電源コンセントに 
接続し、異常び生じた場合は速やかにコンセントか5抜いてくださ 
しん 

• AC パワーアダプターをご使用時は、下の点にごま意ください。 

-本機を本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しな 
いで < ださし、。 

-火がや感電の危険をさけるために、本機を水のかかる場所や湿気 
のある場所では使用しないでください。また、本機の上に花瓶な 
どの水の入ったわのを置かないでください。 
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1 C メモ u —に録音する 


内蔵マイクですぐに録音でさます。録音♦ボタンを巧す 
と、自動的にすべての巧件の一番最後の部分に録音び追 
加されるので、テープのよラに録音されていない部分を 
探す必要びなく、すぐに録音び始め日れます。 

例： I 用件1 I 用件2 I 巧しい用件 I 空さスぺース 

本機では最大99件の用件を録音でさます。 

にメモ U - 録音中（一時停止中も含む)、カセットコー 
ダー部は録音 LU 外の操作びでさなくなります。 

〇録音モードを選ぶ 


に/テープ録再モードスイツチを 
「標準」またはに倍モード」に合 
わせる 
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録音可能時間について 

最大録音時間は下記のとおりです。録音可能な残り時 
間は r 録音残り時間表示」で確認でさます。 


標 

準: 

約 7 時間 20 分 

通常の録音をするとき。 

に倍モード」のとさより良い音 
で録音でをます。 

2 倍モード： 

約 14 時間 40 分 

講義、会議、□述、メモ録音な 
どに適しています。音楽の録音 
にはおすすめでをません。 


録再モード表示について 

録音モードを選ぶ際、表示窓の録再モード表示、およ 
び録音残り時間表示びに/テープ録再モードスイツチに 
連動して切り換わらないことびあります。この場合、 

にレコーダー部のボタンをどれか巧すと、正しい録再 
モード表示に切り換わります。また、1分ごとに時計表 
示び変わる際に、あわせて正しい録再モード表示に切 
り換わります。 


ごを意 


• 録音中にに/テープ録再モードスイッチを切り換えても、録音モー 
ドは録音を始めたときの状態のまま変わりません。 

• 録音件数び99件未満でち、上記の録音巧能時間に達するか、また 
は録音時間び上記の録音可能時間の範囲内でち、録音件数び99件 
に達した場合、それ ULL の録音はでをません。 


つづ〇17 







1C メモリーに録音する(つづを) 


0VOR (自動音声録音スタート) 
機能をけのにする 

ここでは通常の録音のしかたを説明します。 
VOR スイッチは r 切」にしてください。 VOR 機 
能を使って録音する場合は、「音びしたとさ自動 
的に録音を始める」 （43 ページ）をご覧くださ 
し、。 
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ET 録音を始める 


停止中に、録音♦ボタンを巧す。 

録音♦ボタンは、録音中ずっと巧し 
続ける必要はありません。 




マイク 


が ■?! 件 

のこ0 

ド H inu 

语ぉ 

己[のら 


1 C メモリー動作ランプ 

庙ミ音中はホく点なし 
ます。） 


' 録音残 D 
時間表示イ'ヤ巿ンジャッタ 


カウンター表示* 
(経過時間） 


表おを切り換えるには49ページを 
ご覽ください。 


録音中の音を聞くには 

別売りのイヤーレシーバーをイヤホンジャックに差し 
込むと、録音中の音をモニターでさます。モニター音は 
音量つまみで調節でさます(録音レベルは一定です)。 


ごま意 


イヤーレシーバーで録音中の音を聞くと、エコーのように聞こえるこ 
とびあ0ますび、録音内容に影響はありません。 


つづく 4 
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1 C メモ u — に録音する(つヴを) 


0録音を止める 

停止■ボタンまたは 1 C 一時停止 H ボタン、再 
生►-ボタンのいずれかを押す。 



に一時停 山 I ボタン* に一時停止 

録音び一時停止しまず。 

(にメモ1」-動作ランプ PIJ 
びホく点滅し、表示窓に 
f AUSE 」 表示び点滅し 
ます。） 

ちラー度押ずと、一時停 
止び解除されます。（先 
程録音していた用件に続 
けて録音することびでを 
ます。） 


再生►-ボタン 

跡-日 か止まり、 フ廊曰し 
た用件のはじめから聞く 
ことびでさます。 



にメモリー動作ランプ 

停止■ボタン 

励-日 か止まり、 フが白' し 
た用件のはじめに戻りま 
ず。 
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録音を一時停止して約1時間たつと、一時停止は解除さ 
れ、録音信止|1~な0ます。 












録音するときのごま意 

• モリー動作ランプび赤に点灯または点滅中は、電池をはずし 

たむ、 AC パワーアダプターを抜かないで<ださい。データび破損 
するおそれびあ0まず。 

• マイクジャックに別売0マイクなどのオーディオコードをつないで 
いるときは、内蔵マイクでの録音はでをません。つないだ機器また 
はコードをはずしてくださし、。 

.録音中、本機に手などびあたったり、こすったり、カセットコー 
ダー部の操作をすると雑音び録音されてしまいます。 


ごま意 


• より良い音質で録音したいときは、に/テープ録再モードスイッチ 
を r 標準」に合わせてください。 

• 録音を始める前に必ず均(電池交換)ランプを確認してください。 

• 長時間録音途中の電ミ也交換を避けたいとさは、付属の AC バワーア 
ダプターをお使いください。 

• 録音モードをお在して録音した場合、最大録音時間は任意に変化し 
ます。 


「 FULL 」 表示について 

録音中にメモ U —びいっぱいになる（録音可能時間の上 
限に達する）と、自動的に録音び止まり、スピーカーか 
ら警告音び鳴り、表示窓に tULU 表示び点滅しま 
す。不要な用件を消去して<ださい（「録音内容を消去 
する」50ページ)。 
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1 C メモ u - の録音内容 
を聞く 


あ b かじめ録音してある用件を選んで聞くとさは、手順 
1か日操作してください。今録音したばかりの用件を聞 
くには、手順2を行ってください。 

にメモ U —再生中（一時停止中を含む)、カセットコー 
ダー部はダビングじ(外の操作びでさません。 

EF 用件を号を選ぶ 



用件選択®または© 
ボタンを押して、聞 
きたい用件の番号を 
表示させる。 

©: 次の用件へ 
©: 前の用件へ 



録再モード表示> 


e 0 

選んだ用件を録音したときにに/テープ 
録再モードスイッチで設定したモード 
(r 標準」またはに倍モード」）び自動的に 
表示されます。再生時にスイッチを切 
り換える必要はありません。 
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@ 再をを始める 



(経過時間） 

ひとつの用件の再生び終わると、巧の巧件び続け 
て再生されます。最後の用件の再生び終わると、 
その用件の最後尾で止まります。 

つづく 4 
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IC メモリーの録音巧容を聞 < ロブを) 


その他の操作 

操作 

巧すボタン、ず 6 ずスイッチ 

再生の途中、その位置で 
停止ずる 

停止■またはに一時停止 II 
停止■ボタンを押した場合は、再生 
びそこで止まります。に一時停止 II 
ボタンを押した場合は、をう一度巧 
すと、止めたところから再生び始ま 
ります。（に一時停止中、にメモ 

1」一動作ランプは緑色に点滅） 

今聞いている用件の頭に 
戻る 

用件選択©ボタンを短く 1 回押す。 

前の用件、さらに前の 
用件に戻る 

用件逞択©ボタンを短< 何回か押 
す。（停止中は巧したままにする 
と、連続して戻ります。） 

次の用件に進む 

用件選択©ボタンを短く 1 回押す。 

さらになの用件に進む 

用件選択©ボタンを短< 何回か押 
ず。（停止中は巧したままにする 
と、連続して進みます。） 

早送りする 

停止中に►►早送り/キュー 

巻さ戻す*け 2 

停止中に◄◄き戻し/レビュー 

音を聞さなびら 
早送りする（キュー ) W 

再を中に►►早送り/キューを巧し 
たままにして、聞きたいところで離 
す。 

音を聞さなびら 
早戻しする（レビュー )*2 

再生中に◄◄き戻し/レビューを押 
したままにして、聞をたいところで 
離す。 


24 














* 1 最初はかしずつ早送り/きさ戻しされ、しば5くそのままにする 
と、高速での早送0/卷さ戻しになります。 

が表示モードの設定に関係なくカウンター表示になります。 

イヤーレシー/ V ’一で聞< には 

別売りのイヤーレシーバーをイヤホンジャックに差す 
と、両耳か日聞こえます（音声はモノラルです)。この 
とさ、スピーカーか日は音び出なくなります。雑音び 
入るとさは、イヤーレシーバーのプラグをされいにお 
いてください。 

最後の用件の終わりまで早送りすると 

「 END 」 表示び5秒間点滅します。（再生音は聞こえませ 
ん。） 

「 END 」 の点滅とにメモ U —動作ランプび消えると最後 
の用件の最後尾で止まります。 
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—プに録音ずる 


内蔵マイクですぐに録音でさます。 

録音にはノーマルテース TYPE I )をお使いください。 

ク□-ム （ TYPEII )、 メタル (TYPE IV )では正しく録 
音でさないことびあります。 

テープ録音中（一時停止中を含む)、 1 C レコーダー部は 
録音 LU 外の操作びでさなくなります。 

カセツトを入れる 



①手でふたを開ける 
⑤録音を始める面を 
ふた側にして入れる 
③ふたを閉める 
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0 録音モ-ドを選ぶ 

に/テープ録再モードスイッチを 
「標準」またはに倍モード」に 
合わせる 



(4.8 cm / s ) 「2倍モード」のときより良い音で録音でき 

まず。 

2倍モード： テープ速度を半分にして2倍の時間、録音 
に. 4 cm / s ) をするとさ。 

講義、会議、口述、メモ録音などに適してい 
ます。音楽の録音にはおすすめでさません。 
(60 分テープを使ラと、両面で120分間の 
録音びでをます。） 


つづく 4 
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—プに録音ずる(つヴを) 


表の窓について 

• 表示窓はにレコーダー部の内容を表示するちのです 
び、録再モードについてはカセットコーダー部使用時 
にち参考にしていただけます。 

• 録音モードを選ぶ際、表示窓の録再モード表示および 
録音残り時間表示び IC / テープ録再モードスイッチに 
連動して切り換わ日ないことびあります。この場合、 
1 C レコーダー部のボタンをどれか巧すと、正しい録 
再モードに切り換わります。また、1分ごとに時計表 
示び変わる際に、あわせて正しい録再モード表示に切 
り変わります。 

0VOR 伯動音声録音スタート） 

機能をけのにする 

ここでは通常の録音のしかたを説明します。 

VOR スイッチは r 切」にしてください。 VOR 機 
能を使って録音する場合は、「音びしたとさ自動 
的に録音を始める」 （43 ページ）をご覧くださ 
し、。 
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u 絕する 



マイク 

テープ動作ランプ 

(録音中はホ < 点灯し 
ます。） 


イヤホンジャック 


♦録音ボタンを押す。 

再生ボタンび同時に巧され、録 
音び始まります。 



録晉 


テープの終わりまで来ると、自動的に止まりま 
す。（才ートシャットオフ機能） 

つづく 4 
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—プに録音する(つづを) 


録音中の音を聞くには 

別売りのイヤーレシーバーをイヤホンジャックに差し 
込むと、録音中の音をモニターでさます。モニター音 
は音量つまみで調節でさます。废§音レベルは一定で 
す。） 


操作 

巧ずボタン、ず S ずスイッチ 

録音を止める 

■停止 

一時停止する 

テープー時停止- <—( テープ動作ランプは 
ホ < 点滅） 

一時停止を解除するには、テープー時停 
止-*—を元に戻す* 

力たットを 

■停止を押してから、手でふたを 

取り出す 

開ける 


一時停止は■停止ボタンを巧した場合にち自動的に解除されます 
(ストップポーズ1」リース機能)。 
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—プを聞 < 


スピーカーか日音び聞こえます。 

ノーマルテープ (TYPE I )をお使いください。 

テープ再生中（一時停止中を含む）や、早送り/巻さ戻 
しの操作中、 1 C レコーダー部はすべての操作びでさな 
くなります。 


カセットを入れる 



①手でふたを開ける 
⑤再生を始める面を 
ふた側にして 
カセツトを入れる 
⑤ふたを閉める 


つづく 4 
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ープを聞 < (つづを) 


旺再をモ- ドを愚ぶ 

市販の録音済みテープを再生するとさは「標準」 
を選んでください。 


に/テープ録再モード 
スイッチを録音したとき 
と同じ位置に合わせる 
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な再をする 



調節する 


テープ速度びおかしいときはに/テープ録再モー 
ドスイツチの位置を確認してください。 

テープの終わりまで来ると、自動的に止まります 
(才ートシヤットオフ機能)。 


つづく 4 
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—プを聞 < (つづを) 


その他の操作 

操作 

巧ずボタン、ず6ずスイッチ 

テープを止める 

■停止 

— 時停止する 

テープー時停止- <—( テープ動作ラ 
ンプは緑に点滅） 

一時停止を解除するには、テープー 
時停止^を元に戻ず* 1 

早送りずる W 

停止中に◄◄早送り/キュー 

卷さ戻す W 

停止中に►►巻戻し/レビュー 

音を聞さなびら 
早送りずる（キュー） 

再生中にイイ早送り/キューを 
巧し続ける 

音を聞さなびら 
卷さ戻す（レビュー） 

再生中に►►巻戻し/レビュー 
を押し続ける 

カセットを取り出す 

■停止を押してから、手でふた 
を開ける 


* 1 一時停止は■停止ボタンを押した場合にわ自動的に解除されます 
(ストツプポーズ U U —ス機能)。 

巧 早送り、巻き戻しをしてテープび巻き取5れたあとは、必ず■停 
止ボタンを押してください。そのままにしておくと電池び消耗し 
ます。 
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イヤーレシー/ V ’一で聞 < には 

別売りのイヤーレシーバーをイヤホンジャックに差す 
と、両ちか日聞こえます（音声はモノラルです）。この 
とさ、スピーカーか日は音び出なくなります。雑音び 
入るとさは、イヤーレシーバーのプラグをされいに拭 
いてください。 


ごを意 


• レビューをしてテープの端まで巻き取5れたとき、ボタンか5指を 
離しても再生にな5ないことびあります。そのとをは、いったん 
■停止ボタンを押した後、再生ボタンを押して、再生を始めて 
<ださい。 

• 早送りや卷さ戻しをしてテープの端まできを取5れた後、直接 
ィ再生ボタンや◄◄早送0/キューボタン、►►巻戻し/レビュー 
ボタンをし押してち動作しないことびあります。そのとをは、いっ 
たん■停止ボタンを巧した後、各操作ボタンをちラー度押してくだ 
さい。 
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に メモ y — かろテープ 
へダビンヴする 


にメモ U —に録音した大切な用件をテープにダビング 
することびでさます。 

にメモ U —の録音内容を聞きなび5好きなところか日 
ダビングを始めたり、ダビングを始めたい位置に合わ 
せてか日ダビングする（シンク□ダビング）ことちでさ 

cjN 9 〇 

ダビング中は、安定した状態でダビングするために、 
家庭用電源（コンセント）に接続してお使いになること 
をお勧めします。 

再を中に巧をなところをダビン 
グする 

〇にメモリーに録音した用件を再 

をする 

詳しくは22ページ「にメモ U —の録音内容を聞 
く」をご覧ください。 
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&録¥したいと思つたところで力 
セツトコーダー部の♦録音ボタ 
ンを巧す 



1 C メモリー動作ランプ 

テープ動作ランプ 

(ダビング中はにメモ 
リー動作ランプとテー 
プ動作ランプびオレン 
ジ色に点灯します。） 


♦録音ボタン 



録音 


•録音ボタンを巧すと、巧件び2秒前に戻ったと 
ころか日ダビングび始まります。 


つづく 4 




1 C メモ U —か 6 テープへダビングする(つヴを) 


スタート位置をあわせてダビ 

ングする ーシンク□ダビング 

〇 用件選が@または©ボタンを巧 
して用件番号を選ぶ 

用件の途中からダビングしたいとさは、◄◄巻戻 
し/レビューボタンまたは►►早送り/キューボ 
タンを巧してダビングしたい場所を探します。 

用件選択 面/© ボタン 

巧件還が 


◄◄巻戻し/レビユ— 
►►早送り/キユーボタン 

卷戾:し I レビュ_ _早 iM り/ キ. 
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百用件を再をする 




0ダビングしたいと思つたところ 

でに一時停止ルホタンを巧す 



つづく 4 
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1 C メモ y — か 6 テープへダビングする(つヴを) 


0力七ットコーダー部の♦録音ボ 

タンを巧す 



に一時停止び解除され、ダビングび始まります。 
ダビング中の音は スピーカーから 聞こえます。 

用件の最初か5録音するには 

手順3のあとで、巧件選択©ボタンを1回だけ巧して用 
件の頭出しをしてから;欠の手順に進んでください。（こ 
のとき、表示窓には 「 PAUSE 」 び点滅しているため、 
頭出しの確認はでさません。） 

ダビングを一時停止するには 

カセットコーダー部のテープー時停止一ースイッチを 
矢印の方向にず日します。 

ダビングを一時停止している間はにレコーダー部の録 
音•ボタンじ(外の操作びでさます。ダビングの途中で 
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にメモ u —の録音内容を再生して確認したいときや、 
用件や場所を選び直してか日ダビングを続けたいとさ 
などに便利です。 

一時停止を解除するには 

続けてダビングしたいとさは、カセツトコーダー部の 
テープー時停止-*—スイツチを矢印と反対の方向にず 
らすと、再びダビングび始まります。 

ダビングを続けず、停止したいとさは、カセットコー 
ダー部の■停止ボタンを巧します。 


ダビングを停止するには 

カセツトコーダー部の■停止ボタンを巧します。 


ごを意 


• テープか5にメモ1」一へのダビングはできません。 

• ダビング中はにレコーダー部のボタン操作はでをません。 

• ダビングの途中でテープび終わると、ダビングは停止します。こ 
のとさ、にレコーダー部はダビングび停止したところから16秒前 
に戻って止まります。 

• tC メモ U —の最後の用件のダビングび終了したとさは、ダビング 
を停止するために、おずカセツトコーダー部の■停止ボタンを押し 
てください。そのままにしておくと、テープ走行は止まります 
び、カセツトコーダー部の■再生ボタンと■録音ボタンび押し込ま 
れたままになってダビングモードは継続されたままになります。 
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> いろいろな録音のしかた 


にメモリーとテープに同時に 


録音する 

にレコーダー部の録音♦ボタンと 
カセツトコーダー部の♦録音ボタンを押す。 



* カセットコーダー部の♦録音ボタンを巧すとさの操作音びにレコー 
ダー部に録音されてしま5ので、同時録音ずるときにはカセット 
コーダー部の•湿音ボタンを先に巧すことをお勧めします。 

大切な録音のときは、 VOR スイッチを「切」にすること 
をお勧めします。詳しくは;欠ページをご覧ください。 

同時録音をやめるには 

にレコーダー部の停止■ボタンとカセットコーダー部 
の■停止ボタンをそれぞれ巧します。（どちらか片方の 
停止ボタンを巧した場合は、巧した方の録音だけ止ま 
り、ちラー方の録音は継続されます。） 
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音がしたとを自動的に録音を 

始める一 VOR 機能 



にレコーダー部とカセットコーダー部の両方の録音時 
にお使いいただけます。 

VOR スイッチを「入」にして録音ボタンを巧します。 
ある大ささじ(上の音をマイクび拾ラと自動的に録音び 
始まり、音びルさくなると止まります。録音の途中で 
録音を止める手間びはぶけるので便利です。また、空 
録音の部分びなくなり、 I C メモ U —やテープを有効に 
使えます。録音中に VOR スイッチを「入」にすること 
ちでさます。 


ごま意 


• VOR 機能は周囲の環境に左ちされます。 VOR スイッチを r 入」にし 
ても思い通0に録音でをないときは、 VOR スイッチを「切」にして 
<ださい。 

• 音を感じてか5録音び始まるので、言葉の初めの部分は録音されな 
いことがあ0ます。大切な録音のとをは、 VOR スイッチを r 切」に 
して < ださい。 
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か部マイクや他の機器か 6 録 
音する 


ごを意 


録音ずる前に 


•接続コード類のプラグはしつかり差し込んでください。 

• 接続や音量調節の失敗を防ぐため、本番前に試し録音をしてくださ 


し)。 

• 外部マイク(別売り）の感度は製品によって異なります。 VOR 機能 
を使5と思い通 D に録音でをないときは、 VOR スイッチを r 切」に 
してくださし)。 

• 下記の接続例ではソニー製品を使用しています。他社製品との接続 
び5まくいかないとさは、その製品の説日月書をご覧ください。 


か部マイク（別売り）か6録音する 

本機のマイクジャックに別売りのミニプラグ付さマイ 
ク□ホンをつなざます。外部マイクをつなぐと内蔵マ 
イクは自動的に切れ、外部マイクの音を録音します。 
プラグインパワー対応のマイクをつなぐと、マイクの 
電源は本機か日供給されます。 


マイク（プラグイン 
パワ ー) ジャックへ 


ミニプラグ付きマイク□ホン 
ECM - C 10 (別売り）など 



巧部マイクなど 
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お使いになれるマイク 

別売りのソニー製エレクトレツトコンデンサーマイク 
□ホン ECM - C 10 (タイピン型)、 ECM - DM 已 P (ダイ 
レクトインタイプ)、 ECM - CZ 10 (ズームマイク）をお 
使いいただけます。 

他の機おか6録音する 

他の機器の音声を録音するには、本機のマイクジヤツ 
クと他の機器（テープレコーダーやテレビ、ラジオな 
ど）のイヤホン端子を、別売りのオーディオコード（お 
お入り）を使ってつなざます。 


マイク（プラグイン 

パワ ー） ジャツクへイヤホン 


ni - 

ジャックへ 

テー プ レコーダー、 

〇 〇 

— ■ 


テレビ、ラジオ 


RK - G 64 (別売り） 

など 


など 



1 本機にカセットを入れます（カセットに録音する場合 
のみ)。 

2 録音する音を他の機器か日出し、聞さやすい音量にし 
ます。（テレビやラジオの REC OUT や國ジャックな 
どか日録音するとさは、他の機器で音量を変えてち録 
音には影響しません。） 


つづく 4 
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外部マイクや他の機器か 6 録音ずる（つづき) 


3本機のにレコーダー部の録音•ボタンまたはカセット 
コーダー部の•録音ボタンを巧します。 


ごま意 


抵抗なしオーディオコードを使用すると音靑び途切れて録音されるこ 
とびあります。おず抵抗入りオーディオコードをお使い<ださい。 

電話の音声を録音するには 

イヤホン 型 マイク側売り）を使って、本機で固定電話 
や携帯電話の録音びできます。また、テレホンレコー 
ディングアダプター（別売り）を使って固定電話の音声 
び録音できます。詳しくは、お使いのマイクやアダプ 
ターの取扱説明書をご覧ください。 
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wc レコー ダーとしての便巧な機能 

時計を台わせる 


時計を合わせておくと、録音日時を記録することびで 
きます。（表示のしかたは「表示を切り換える」 （49 ペー 
ジ）をご覧ください。） 



曰時表示/設定ボタン 
用件選択®/©ボタン 


1 日時表示/設定ボタンを1秒 LU 上押して時計設 
定画面を表示する。 

日時表示/設を 

〇 


2年月日を合わせる。 

①©または©ボタンを巧して 

「年」の数字を選ぶ。 进(二"！） 

2005年に設定するには、 「05 Y 」 を^ 
選びます。 


表巧ぉ 



つづく 4 
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時計を合わせる（つづを) 


⑤日時表示/設定ボタンを巧す 。 r 1 

年の数字び点灯し、なに「月」の お お 
数字び点滅します。 


⑤同様にして、 r 月」、「日」を合 
わせ、日時表示/設定ボタンを 
押す。 


•こリイ、 I ユ 
H ,トル. 


ktU 


曰の数字の設定び終わると「時」の 
数字び点滅します。 


時分を合わせる。 


①©または©ボタンを巧して「時」 


の数字を選ぶ。 



⑤日時表示/設定ボタンを巧す。- 

時の数字び点灯し、「分」の数字び P け 

点滅します。 ^ 


⑤同様にして、「分」を合わせ、 
日時表示/設定ボタンを巧す。 

時計の設定び終了し、通常の表示 
に戻ります。 



ごを意 


設定の途中で60秒何も操作をしないと、元の画面に戻ります。 
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表示を切り換える 

曰時表示/設定ボタンを巧すと、録音時、再生時の表 
示窓のカウンター表示（経過時間）を下記のよラに切り 
換えることびできます。 


曰時表示/設定ボタン 

日時表示/設を 

〇 


カウンター表示モード 

ひとつの用件の中の経過時間を表示します。 

♦ 

録音年月日表示モード 

巧件を録音した曰付けを表示します。（時計を合わせて 
いない場合は 「-- Y -- M -- D 」 と表示されます。） 

♦ 

録音時刻表示モード 

用件を録音した時刻を表示します。（時計を合わせてい 
ない場合はと表示されます。） 

♦ 

カウンター表示モードに戻る 



ごを意 


停止中に3秒 ULL 何ち操作をしないと、表示モードに関係なく、現在 
時刻表示になります。 4 f 






録音内容を消去する 

1件ずつ消去する 

消したい用件を選んで消去することびでさます。 
用件を消すと、次の用件び自動的に繰り上びるので、 
間に空白部分は残りません。 



消去ボタン 

1 消去したい用件番号を表示させ、消去 ミ肖去 
ボタンを1秒 L ソ上押す。 C 

または消去したい用件の再を中に消去 
ボタンを短く1回押す。 

用件番号と「消去」び点滅し、消去し 妈も'… こ。 
たい巧件のはじめと終わりの5秒び10 '… I ' A's 
回ずつ再生されます。 - 
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2 「消去」の点滅中に消まボタンををラ1度押す。 

用件び消去され、 L ソ降の用件番号び繰 r 巧,月。扣イ 
り上びります。 «• 


(例えば、用件3を消去した場合、用件4だったちの 
び用件3になります。消去び完了すると、消去した 
用件の;欠の用件のはじめで停止します。） 


途中で消去をやめるには 

手順2の前に■停止ボタンを巧します。 


ひとつの用件の一部分だけ消去するには 

「録音内容を分割する」 （53 ページ）で消去する部分とし 
ない部分に分け、消去したい部分の用件番号を遇んで 
手順1と2の操作をします。 


ごを意 


一度消去した内容を元に戻ずことはできません。 


つづく 4 
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録音内容を消去ずる（つづき) 


すべての用件を一度に消去する 


にメモ U - の中のすべての用件を一度に消去すること 
びでさます。 

I S 件1 [ 用件2 [用件3 I 耳をスぺース] 


み 



ミ肖ちボタン 


1 ■停止ボタンを巧しなが!5、消ま 
ボタンを1秒上巧す。 

用件番号と保を用件数と「消去」と 
「 ALU び10秒間点滅します。 

2点滅している間に消まボタンを 
巧す。 


途中で消去をやめるには 



手順2の前に停止■ボタンを巧します。 
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録音内容を分割する 


長い用件の再生中に区切りを入れて分割したり、講義 
や会議の録音中にを目すべさ発言のところなどに区切 
りを入れておくと、聞さたい部分びすばやく探せて便 
利です。区切りを入れたところには新しい巧件番号び 
つさます。用件数び99件になるまで区切ることびでさ 
ふ;^ 〇 


ごま意 


• 区切0を入れて分割した用件を元に戻ずことはでさません。 

• 頻繁に巧件を分割すると、区切0機能び働かなくな0、分割びでさ 
なくなることがあ0ます。 

• 巧件のはじめか!51秒までの間では分割することはでさません。 


区切りボタン 



つづく 4 
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録音内容を分割ずる一区切り（つづき) 


録音または再生中に、用件を分割したいと 
ころで区切りボタンを巧す。 U 

録音中に巧したとさは： 巧したところか日新しい用 
件となり、新しい用件番号と「区切」び3回点滅しま 
す。ふたつの用件として録音されますび、途切れず 
続けて録音されます。 

I~~~I~ iSs ~ 

▲ 

区切り 

-»続けて録音さ n る 

録音一時停止中でち用件分割でさます。 



再生中に巧したとさは： 巧したところで用件び分割 
され、新しい用件番号と「区切」び3回点滅します。 
じ(降の用件番号はひとつずつ送日れます。 


用件1 

用件 2 

用件 3 


广、1 ，、、ご1 1件'がり 


か 区切り 



t 画 ゎィゴ/ ん、? 

/ 1 、/ 1 い M S 

1巧件1 

用件 2 用件 3 

胤牛 4 


U UU U U 

、ノ 


用件番号げひとつずつ増える 


区切つた部分を探して聞くには 

分割した用件にち用件番号びつさますので、用件選択 
® または©ボタンを巧して聞さたい用件の番号を表示さ 
せます。 
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表示を消す/誤操作を防止 


す る— ホールド機能 

にホールドースイツチを矢印の方向にず日します。 
「 HOLD 」 び3回点滅し、 1 C レコーダー部のすべてのボ 
タンび操作できなくなります。 



停止中にホールドにすると、表示窓に 「 HOLD 」 び点滅 
したあと、表示窓の表示びすべて消えます。（にレコー 
ダー部を操作中は表示窓の表示は消えません。） 

操作できるようにするには、にホールドー、スイッチ 
を矢印と反対の方向にず日してください。 


ごを意 


.録音中にホールドにした場合、録音を止めるには、まずホールドを 
解除してください。 

• iC ホールドー、スイッチを矢印の方向にず5してもカセットコー 
夕'一部の操作には影響あ 0 ません。 ホールド機能はカセツトコー 
ダー部には働さません。 
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►力せツ トコーダーとしての便巧な機能 

録音の便利な機能を使5 



テープカウンターをほラ 

録音を始める前に、テープカウンター U セットボタン 
を巧して「000」にします。頭出しに便利です。 

を追い録音をする 

再生中に♦録音ボタンを巧すと、そこから録音状態にな 
ります。録音したちのの一部分を修正したいとさなど 
に便利です。 
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録音したちのをすぐに聞 < 

ーワンタッチレビユ_ 

録音中に►►き戻し/レビューボタンを巧すと、巧して 
いる間はテープび巻さ戻され、離すとそこか日再生び 
始まります。 
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►その化 

電源にごいて 


電池を交換する時期 

電池び消耗すると、テープ走行び不安定になったり雑 
音び多くなります。0 (電池交換）ランプび点滅した 
日、乾電池を2本とち同じ種類の新しいちのと交換して 
ください。 


〇巧 

田ランプび消灯 

残量は充分でず。 

紙 

0ランプび点滅 

残量び少な< 

なつてをました。 

〇 口 

田ランプび点なし 
表示窓に 「 L 0 BATTJ 
表示び点な 

乾電池を交換して 
<ださい。 


ごま意 


• 乾電池の交換や AC パワーアダプターの取0はずしの隙、消耗した 
電池やコンセントを巧いてから3分助巧に新しし唯電池に入れ誓え 
るか、 AC パワーアダプターをコンセントにつなびないと、日時設 
定び消えてしまったり、日付-時刻び正しく表示されないことびあ 
ります。この場含は時計を含わせ直してください。なお、録音した 
内容は消えません。 
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• にメモ u —動作ランプび点灯または点滅している間は、メモリー 
にアクセス中でず。アクセス中は、乾電池をはずしたり、 AC パ 
ワーアダプターを 抜いた0しないでください。 データび 破損するお 
それびあります。 

• な]ランプび点滅し始めてち、しばらくはテープび正常に動さます 
び、スピーカーか5大きな雑音び出た0正しく録音されていないこ 
とびありますので、おず乾電池を交換してください。 

• 次のよラな場合には電池を交換する必要はあ0ません。 

一再生中に音量を上げたときなどに巧ランプび音に応じて一 
時的にち5ついた場合。 

ーテープの動きはじめやテープの終わりで、な■ランプび瞬間 
的に点灯した場合。 

一早送り•きさ戻し、またはキュー-レビュー中にな■ランプ 
び点滅した場含。 


つづく 4 
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電源について（つづを） 

電池の持続時間 

ソニーアルカリ乾電池 LR 03 ( SG )" 使用時 


に/テープ録再モード 


標準 

2倍 

テープ録音* 2 

約10時間 

約10時間 

テープ再生 

約8時間 

約8時間 

にメモ U - 録音* 3 

約8時間 

約15時間 

にメモリー再を* 3 

約7時間 

約 8.5 時間 

ダビング 

約3時間 

約别寺間 

同時録音 

約4時間 

約6時間 


日本製ソニーアルカ U 乾電池 LR03 に G) で測定しています。 

が電子情報技術産業協会 (J 曰 TA) 規格による測定値です。（ソニー 
HF シ U— ズカセッ ト テープ使用、音量7分 目 程度でミュージック 
テープをスピーカーで再生した場合。） 

が音量レベルび中間付近で内蔵スピーカーで再生した場合。 


ごま意 


電ミ也持続時間は周囲の温度や使用状態、電池のメーカーや種類によ 
り、短くなる場合びあ0ます。 
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八ンドストラップを使 5 

持ち運びに便利なよラに八ンドストラップ（巿販品）を 
取り付けることびでさます。 
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お手入れ 

よい音で聞<ために 

10時間程度使ったら、市販のクI」一ニング液でへッ 
ド、キヤプスタン、ピンチ□ーラーを綿棒などできれ 
いにしてください。 



本体表面がミちれたときは 

水気を含ませた柔らかい布で軽くふいたあと、か日ぶ 
きします。シンナーやベンジン、アルコール類は表面 
の仕上げを傷めますので使わないでください。 
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使用上のご注意 

録音について 

•録音には、必ずノーマルテープ (TYPE I )をお使いく 
ださい。（八イポジション/メタルテープでは正しく 
録音でさないことびあります。） 

•マイクジヤックに外部マイクや接続コードび差し込ま 
れていると、内蔵マイクを使っての録音はでさませ 
ん。 

•録音中の音をイヤーレシーバーで聞いているとさ、イ 
ヤーレシーバーの音をマイクび拾い、 ピーと いラ音び 
生じることびあります（八ウ U ング現象)。この場合 
はイヤーレシーバーをはずしてください。 

•録音中や再生中、本機を電灯線や堂光灯、携帯電話な 
どに近づけすざると、ノイズび入ることびあります。 

• 録音中はスピーカーか日音は出ません（ダビング時を 
除く）。別売りのイヤーレシーノ（一で聞いてくださ 
し、。 


つづく 4 


63 



使用上のごま意（つづき） 

ご使用場所について 

運転中のご使用は危険ですのでおやめください。 

大切な録音を守るには 

カセツトのツメを折ります。ツメを折ると録音状態に 
でさなくなるので録音した音声を誤って消してしまラ 
ミスび防げます。ツメを折ってち巧をふさぐと再び録 
音でさます。 



セ□パンテープ 


取り扱いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしないでくださ 
し、故障の原因になります。 

• 巧のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非常に高いところ。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一窓を閉めさった自動車内（特に夏季)。 

一風呂場など湿気の多いところ。 
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一磁石、スピーカー、テレビなど磁気を帯びたちの 
の近く。 

一ほこりの多いところ。 

• 長時間 テープに ついて 

90分をこえるテープはなるべくお使いにな日ないで 
ください。テープび非常に薄いため、動作び不安定 
になって音びゆれたり、まれに機械に巻さ込まれる場 
合びあります。また、音びルさかったり、高音ののび 
び悪くなることびあります。 

• エンドレスカセツトテープについて 
エンドレスカセットテープはお使いにな日ないでくだ 
さい。機械に卷き込まれる場合びあります。 

• 長い間本機を使わなかったときは、再びお使いになる 
前に、数分間再生状態にして空回しをしてください。 
良い状態でお使いいただけます。 

キャッシュカードや定期券などで、磁気を利用した力一 
ド類をスピーカーに近づけると、 マグネットの影響で磁 
気が変化してカードが使えなくなることがありまずの 
で、ごま意ください。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い上げ店また 
はソニーサービス窓口にご相談ください。 
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主な仕様 


カセットコーダー部 

トラックち式 
テープ 速度 
周波数範囲* 


にレコーダー部 

録音ち式 

最大録音時間 
周波数範囲 

共通 

入力端テ 


出力端子 


実用最大出力 t 

スピーカー 

電源 


コンパクトカセットモノラル 

4.8 cm / s 、2.4 cm/s 
TYPE I (ノーマル）カセット 
250 Hz 〜6,300 Hz 
(に/テープ録再モードスイッチ 
「標準」時） 

内蔵フラッシュメモ U — 使用、 
容量 64 MB 、 モノラル録音 
標準：約7時間20分 
2倍：約14時間40分 
標準： 250 Hz 〜6,800 Hz 
2倍： 220 Hz 〜3,400 Hz 


マイク（ミニジャツク/モノラル） 
(プラグインパワー対応） （1) 

最ル入カレベル 0.2 mV 

インピーダンス 3 knl ； ■(下のマイク用 
イヤホン（ミニジャツク/モノラル） （1) 
負荷インピーダンス8 〇〜300 n の 
イヤホン用 
450 mW ( DC 時） 

直径36 mm 

DC 3 V 、単4巧アルカ U 乾電池2本使用 


66 



最大夕 I お寸法* 約114.5 mm x 32.5 mm x 86.6 mm 

(幅/高さ/奥行さ）最大突起部含む 
質量 本体約171 g 

ご使用時約227 g (乾電ミ也 
LR03(SG に本、カセットテープ 
C-60HF を含む） 

付属品 

AC バワーアダプター [1) 

単4おアルカ U 乾電池（の 
キヤ U ングケース （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

にレコーダー部基本操作ガイド （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

別売りアクセサ U — 

力ーバッテ U-〕ー ド DCC-E230 

エレクトレットコンデンサーマイク□ホン ECM-C10 (タイ 

ピン型)、 ECM-DM5P (ダイレクトインタイプ)、 

ECM-CZ10 ( ズームマイク）、 ECM-TL1 (電話録音用イヤホ 

ン型マイク）など 

接続コード RK-G64 

ステレオイヤーレシー八一 MDR-E931 

* 電子情報技術産業協を (J 曰 TA) 規格による測定値です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なくを更すること 
びありますび、ご了をください。 
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> 困つたとをは 


故障かな？ 

修理に出す前にちう一度お調べください。ご不明な点びあ 
るときは ソニーの 相談窓口へお問い合わせください。 

共通 


おが 

原因/処置 

録音び途中で止まる。 

• VOR び働いている。 

一 VOR を使用しないときは、スイッチを 
「切」にする。 

スピーカーか5音び 

• イヤーレシーバーび差し込まれている。 

出ない。 

• 音量び最ルになっている。 

雑音び入る。 

• 録音したとを、本機をこすってしまい、雑 
音び録音された。 

• 録音中や再生中に本機を電'な線、堂光灯、 
携帯電話などに近づけすざると、ノイズび 
入ることがあ0ます。 

• 録音モニター中に音量を上げすぎたり、イ 
ヤーレシーノ く一を本体に近づけすぎたりす 
ると、イヤーレシーバーの音を巧蔵マイク 
び捨い、ピーッといラ音（八ウ U ング）び 
生じることびあります。 

• が部マイクで録音したとを、マイクのプラ 
グび巧れていた。 

-►プラグををれいにク U —ニングする。 

• イヤーレシーバーで聞いているとさ、イ 
ヤーレシーノ く一のプラグびミちれている。 

—プラグをされいにク U —ニングする。 
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1 C レコーダー部 


症状 

原因/処置 

操作ボタンを巧してち 
動作しない。 

• 乾電池の©と©の向さび正しくない。 

-►向きを確認して入れ直す。 

• 乾電池び消耗している。 

-^2 本とち同じ種類の新しいちのと交換す 
る。 

• にホールドー心スイッチび入っている。 
(「 HOLD 」 表示び3回点滅します。） 

• カセットコーダー部が動作している。 

録音できない。 

• 乾電池び消耗している。 

-^2 本とち同じ種類の新しいちのと交換す 
る。 

「 FULL 」 び点滅し、録 
音でさない。 

• メモ U — びいっぱいになっている。 

不要な用件を消まする。 

• 巧件び99件録音されている。 

不要な用件を消まする。 


録音レベルび不安定。 • 本機は会議などの録音の際、自動的に録音 
(音楽などを録音したと レベルを調整するよラ設計されているた 
さ） め、音楽などの録音には適していません。 


時計表示び「一:--」にな • 時計を合わせていない。 
る。 


録音日時表示び r-Y - 
M - DJ または 

(しなる。 

• 時計を合わせていない時に録音した用件に 
は、録音した日時は表示されません。 

再生時にカウンター表 
お（経過時間）び出な 
い。 

• 曰時表示/設定ボタンを押して表示を切り 
換えている。 


つづく 4 
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故障かな？（つづを) 


おげ 

原因/処置 

電池の持続時間び短 
い。 

• 乾電池の持続時間は、音量レベルを中間付 
近で内蔵スピーカーで再生した場をの目安 
です。使用条件によっては短くなる場合び 
あります。 

最大録音時間まで録音 
でをない。 

• 保存用件数び99件になると、それ政上用 
件は録音できません。 

• 標準と2倍モードを混ぜて録音すると、最 
大録音時間は標準と2倍モードの最大録音 
時間の間にな0ます。 

• 最ル録音単位びあるため、巧件の数びをい 
と、端数び出ることによ0実隙の録音巧能 
時間び最大録音時間より短くなることびあ 
0ます。 

• 最ル録音単位より長い巧件の場含でち、端 
数び出た場をは、同様に実際の録音時間よ 
0ちをく残0時間び減ることがあ0ます。 

• 上の理由により、実隙に録音した時間の 
合計と、「残り時間」を合計した時間び、 
最大録音時間よりかなくなる場合びあ0ま 
す。 

用件を分割でさない。 

• 保存用件数び99件になると、それ政上分 
割でさません。 

• 頻繁に用件を分割をすると、分割できなく 
なることびあ0ます。 

正常に動作しない。 

• 乾電池を取0出して、わラー度入れ直す。 


70 









カセツトコーダー部 


症状 

原因/処置 

カセツトび入らない。 

• カセットの向さび正しくない。 

カセツトぶたび閉ま5 
ない。 

• 再生ボタンび押し込まれている。 

操作ボタンを押してち 
動作しない。 

• 乾電池の®と©の向さび正しくない。 

-►向をを確認して入れなおす。 


• 乾電池び消耗している。 

-^2本とち同じ種類の新しいわのと交換ず 
る。 

• テープー時停止-^スイッチび矢印の方向 
へず5されている。 

• にレコーダー部が動作している。 

• AC パワーアダプターび正しく接続されて 
いない。 

• AC パワーアダプターや力ーバッテ U — 
コードび本体に差したままになっている。 
一乾電池使用時には本体か5抜く。 


録音できない。 • カセットび入っていなし、。 

• カセットのツメび折れている。 

録音内容を消す場含は巧をふさぐ。 

• 乾電池び消耗している。 

-^2本とち同じ種類の新しいちのと交換す 
る。 


つづく 4 
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故障かな？（つづを) 


おげ 

原因/処置 

前の音び完全には消え 
ない。 

• 消まへッドび巧れている。 

-►ク U — ニングする。 

• 八イポジションまたはメタルテープを使っ 
ている。 

再生で走ない。 

• テープび終わ0まで巻さ取5れている。 

音びルさい。 

• 音量び最ルになっている。 

音質びよぐない。 

• 乾電池び消耗している。 

雑音び入る。 

-^2本とち同じ種類の新しいをのと交換す 
る。 

• へッドび汚れている。 

—ク U —ニングする。 

• カセットテープをスピーカーの上に直接置 
いたため、テープび磁化されて音質び努化 
した。 

• 八イポジションまたはメタルテープを使っ 
ている。 

再生速度び速すぎた 
り、遅すぎたりする。 

• に/テープ録再モードスイッチの位置び、 
録音時と違ラ位置にある。 

再生音びおかしい。 

-►反対側に切り換える。 

• 電池び消耗している。 

-^2本とち同じ種類の新しいわのと交換す 
る。 

早送りや巻さ戻しをし 
て、テープびはしまで 
卷さ取5れたあとに力 
タカタと音びする。 

• 停止状態になっていない。 

—■停止ボタンを巧ず。 
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ランプ表巧一覽 

にメモ U —動作ランプとテープ動作ランプの点打/点 
減は、それぞれ L ソ下の動作状況を示します。 



点灯 

点滅 

赤色 

録音中 

録音一時停止中 

緑色 

再生中 

再生一時停止中 

オレンジ色 

ダビング中 

ダビングー時停止中 


73 







巧証書とアフターサービス 

保証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保ちして 
<ださい。 

• 保証期間はお買い上げ曰よ01年間です。 

アフターサービス 

調テが悪いときはまずチェ ツクぞ 

この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げちまたは添付の「ソニーご相談窓口のご案内」にあるお近く 
のソニーサービス窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により有料修理させて 
いただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではに/カセツトコーダーの補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。この 
部品保有期間を修理可能な期間とさせていただきます。保有期間び経 
過した媛ち、故障箇所によっては修理巧能の場含びありますので、お 
買い上げ店またはサービス窓口にご相談ください。 
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